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　私たちの生命活動は、言うまでもなく食べることによって支え
られています。食べるためになくてはならない器官が「歯」。と
ころが歯の寿命は、長くなった平均寿命に追い付いていません。
歯は一度失えば元に戻ることはありません。自分の歯でずっと生
活していくためには、歯の健康を意識していくことが大切です。

歯を失う原因とは？
　歯を失う原因の第1位は「歯周病」です。40歳を過ぎると７割
以上の人が歯周病と言われています。歯周病とは、歯周ポケット
で歯周病菌が炎症を引き起こし、歯肉や歯を支えている骨が壊さ
れる病気で、歯周病を予防するためには「歯みがき」が有効です。

歯みがきのポイント
●プラーク（歯垢）のつきやすいところは特に注意してみがきま
　しょう
　「歯と歯の間」、「歯と歯肉の境目」、
「噛み合わせの面」はプラークが付
きやすいところです。歯と歯の間の
プラークは、デンタルフロスや歯間
ブラシ等も併用すると効果的に除去
することができます。
●歯ブラシの当て方、動かし方、力加

　減を意識してみがきましょう
　・毛先を歯面（歯と歯面の境目、歯と歯の間）にきちんとあて
　　る
　・150ｇ～200ｇの軽い力（毛先が広がらない程度）でみがく
　・小刻みに動かす（５～10㎜を目安に１～２歯ずつみがく）
●口の状態に合わせて工夫してみがきましょう
　歯ブラシを縦にあてる、斜め横から入れて細かく振動させる
など、工夫してみがきましょう
●歯ブラシの持ち方
　持ち方を工夫して、毛先が広がらない程度の力加減でみがく
ようにしましょう。力が入りやすい人は「鉛筆持ち」がおすす
めです。
●食べたらみがく習慣をつけましょう
　食後、プラークに覆われた歯の表面は、カルシウムやリン等
のミネラルが溶け出す酸性状態になります。唾液の働きで元の
中性状態に戻るには40分程度かかり、その間ミネラルが溶けや
すい状態が続きます。酸性の状態が長く続い
たり、頻繁に起きると虫歯になります。
●就寝前の歯みがきは丁寧に必ず行いましょう
　寝ている間は唾液の分泌が少なくなり、口
の中の汚れを洗い流す自浄作用が低下するた
め、細菌が増殖しやすくなります。
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除草前 除草後

　空き地は、その所有者又は管理者が管理しなければなりません。　
　しかし、最近きちんと管理されていない空き地の苦情が増加してい
ます。      

◆空き地の管理は草刈りが基本です
　あなたの空き地の雑草は伸びていませんか？雑草が生い茂ると、土
地の維持管理に支障が出てくるばかりか、周辺の方に大変な迷惑がか
かる場合があります。
空き地に雑草が生い茂ると…
●火災の危険性が高まります
　特に秋から冬の乾燥する時季には、生い茂った枯草が燃えやすく
なり、火災の危険性が高まります。
●交通事故や犯罪の発生誘因になります
　交差点など角地では見通しが悪くなり、交通事故につながります。
また、見通しが悪い場所は非行や犯罪を誘発する原因になります。
●害虫や悪臭が発生します
　蚊やムカデなどの害虫や、枯草などの腐敗による悪臭が発生しま
す。
●ごみの不法投棄の温床になります
　雑草が生い茂っている場所は、不法投棄が多い傾向にあります。
●景観を損ねます

◆空き地所有者の皆さんへ
　雑草は５月に入ると成長が始まり、梅雨の時季にその勢いが加
速し、10月頃まで成長を続けます。このため上記のおそれのある
空き地の所有者は、除草していただくようお願いします。刈り取
った草につきましても、そのままにされますと風などの影響で草
が飛散し、近隣住民へ迷惑がかかることにもなり兼ねませんので、
その撤去も併せてお願いします。
●環境クリーンセンターでは、刈り取った草・剪定枝を無料で
　受入れています
●ご自身で除草ができない場合は、専門の業者などに除草を依
　頼してください

町民環境課　TEL 377－5653

6月4日～10日は「歯と口の健康習慣」です
～咲かせよう　笑顔の花を　歯みがきで～


